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式 

辞 

本
日
こ
こ
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
こ
あ
ら
ま
の
開
所
式
を

こ
の
よ
う
に
盛
大
に
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
を
社
会
福
祉
法
人

愛
寿
会
の
役
職
員
を
代
表
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

本
日
は
、
北
杜
市
副
市
長
様
、
行
政
機
関
の
皆
様
、
当
法

人
の
理
事
、
評
議
員
、
監
事
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ

の
地
域
運
営
委
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
多
忙
の
な
か
ご
出

席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
法
人
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
設
立
さ
れ
、
以
来
、
多
く

の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
頂
き
、
昨
年
設
立

五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
大
規
模
改
修
し
た
施
設
は
、
平
成
十
六
年
に
、
当

時
の
長
坂
町
と
「
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
事
業
」
と
し
て

介
護
支
援
機
能
、
居
宅
機
能
、
及
び
交
流
機
能
を
総
合
的
に

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
健
康
で
明
る

い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
定
員
九
名
で
委
託
契
約
を
締
結
し

以
降
十
七
年
間
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
の

普
及
や
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
当
該
事
業
の
利
用
者
は

減
少
傾
向
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
北
杜
市
と
調
整
・
協
議
を

進
め
、
令
和
三
年
度
末
を
も
っ
て
当
該
事
業
は
、
一
定
の
役

割
を
終
え
た
と
判
断
し
終
了
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

令
和
四
年
の
山
梨
県
高
齢
者
福
祉
調
査
で
は
、
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
の
割
合
が
山
梨
県
全
体
で
三
十
一
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
、
北
杜
市
に
お
い
て
は
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
な

ど
、
高
齢
化
は
確
実
に
進
行
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
五
十
周
年
の
記
念
事
業
と
位
置
付
け
る
中
、
当 

該
施
設
を
有
効
活
用
し
地
域
の
高
齢
者
福
祉
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
べ
く
、
現
在
行
っ
て
い
る
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
新
た
に
も
う
ワ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
増
設
す
る
こ
と

と
し
、
山
梨
県
及
び
北
杜
市
の
ご
理
解
を
頂
く
中
施
設
の
転

用
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
七
月
か
ら
改
修
工
事
に
取
り
掛
か

り
、
昨
年
十
二
月
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。 

 

当
該
工
事
は
、
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
か
ら
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
へ
の
転
用
で
あ
り
、
既
存
施
設
を
撤
去
し
改
修
し
ま

す
の
で
大
変
困
難
で
お
お
が
か
り
な
工
事
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
設
計
・
管
理
を
担
当
頂
い
た
株
式
会
社
エ
ヌ
プ
ラ
ン

様
、
ま
た
、
卓
越
し
た
経
験
と
技
術
で
施
工
を
お
引
き
受
け

い
た
だ
い
た
芙
蓉
建
設
株
式
会
社
様
に
は
、
誠
心
誠
意
取
組

み
を
頂
き
、
細
部
に
わ
た
り
想
定
を
上
回
る
改
修
と
な
り
ま

し
た
。 

な
お
、
新
た
な
事
業
の
開
設
に
は
八
名
程
度
の
職
員
も
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
、
ネ
パ
ー
ル
国
か
ら
の
外
国
人

技
能
実
習
生
四
名
、
介
護
特
定
技
能
者
を
四
名
採
用
す
る
こ

と
と
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
勤
務
す
る
日
本
人
ス
タ
ッ
フ

の
人
員
確
保
を
行
い
、
六
月
下
旬
の
開
設
に
備
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

今
後
と
も
、
介
護
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
に
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情

に
応
じ
た
き
め
細
か
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る

こ
と
で
、
地
域
社
会
の
要
請
に
こ
た
え
、
ま
た
、
施
設
の
利

用
者
様
、
そ
の
ご
家
族
様
に
対
し
誠
実
に
接
し
、
地
域
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
施
設
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
評
価
い
た
だ

け
る
よ
う
、
さ
ら
に
、
発
展
さ
せ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い 

令
和
五
年
五
月
二
十
五
日 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
こ
あ
ら
ま
の
開
所
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た 



                             

                              

                              

ま
す
。 

 
終
わ
り
に
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
末
永
く

ご
指
導
と
ご
協
力
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 

令
和
五
年
五
月
二
十
五
日 

 
 
 
 
 
 

社
会
福
祉
法
人 

愛 

寿 

会 

 
 
 
 
 
 
 

理 
事 

長 
 

小 

宮 

山 

光 

彦 

第 251 号                        社会福祉法人 愛 寿 会                令和 5 年 5 月発行 

愛寿会ホームページ  http://www.aijyukai.com      E-mail : jinseien@poem.ocn.ne.jp 

 

来賓祝辞 

【 北杜市副市長 小林明 様 】 

感謝状贈呈 

【 芙蓉建設㈱ 代表取締役 大森朋彦 様 】 

【 小淵沢町 淵の音太鼓の皆様 】 【 神事の様子 】 

感謝状贈呈 

【 ㈱エヌプラン 代表取締役  奈良田和也 様】 【玉串奉奠】 



                              

                              

                              

 

令
和
五
年
度
事
業
計
画
と
当
初
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
一
）
令
和
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

収
入
に
つ
い
て
は
、
下
半
期
の
実
績
に
基
づ
い
て
補
正
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。
支
出
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
予
算
を
超
え

る
場
合
や
計
画
外
な
ど
の
支
出
に
つ
い
て
、
新
た
に
予
算
を
増

額
し
て
補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
資
金
運
用
の
適
正
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補
正
予
算
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（
二
）
令
和
五
年
度
期
末
手
当
の
支
給
に
関
す
る
特
例
規
程
の

制
定
に
つ
い
て 

職
員
に
対
す
る
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
金
及
び
介
護
職
員

等
特
定
処
遇
改
善
加
算
金
の
支
給
に
お
い
て
、
給
与
規
程
に
対

す
る
「
特
例
規
程
」
の
制
定
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（
三
）
個
人
情
報
取
り
扱
い
規
則
の
全
部
改
正
に
つ
い
て 

介
護
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
い
既
定
の
個
人
情
報
取
り
扱
い
規

則
の
細
部
に
不
備
が
生
じ
た
た
め
、
個
人
情
報
管
理
規
程
に
改

め
全
文
改
正
を
い
た
し
ま
し
た
。 

（
四
）
愛
寿
会
情
報
機
器
管
理
規
程
の
制
定
に
つ
い
て 

情
報
機
器
の
整
備
に
よ
り
、
機
器
の
管
理
規
程
の
整
備
の
必
要

が
生
じ
た
た
め
新
た
に
制
定
し
ま
し
た
。 
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理
事
会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

（
五
）
令
和
五
年
度
事
業
運
営
方
針
及
び
事
業
計
画
に
つ

い
て 各

サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
、
入
所
（
利
用
）
者
本
位
の
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
中
心
と
し
た
各
種
計
画
等
が
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（
六
）
令
和
五
年
度
一
般
収
支
会
計
予
算
に
つ
い
て 

 

令
和
五
年
度
当
初
予
算
（
案
）
は
、
令
和
四
年
度
に
お

け
る
月
次
決
算
の
実
施
等
に
基
づ
い
て
予
算
案
を
作
成

し
、
審
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
に
従
い
円
滑
に
事
業

運
営
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
七
）
定
時
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
（
理
事
会
の

み
） 

 

理
事
会
に
て
、
定
時
評
議
員
会
を
令
和
五
年
六
月
十
五

日
に
開
催
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

報
告
事
項 

 

・
処
遇
改
善
加
算
等
の
月
支
給
に
つ
い
て 

 

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
こ
あ
ら
ま
」
に
つ
い
て 

 

・
職
員
寮
「
絆
Ⅱ
」
に
つ
い
て 

 

・
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
つ
い
て 

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日
（
木
） 

 
 
 

第
二
百
三
十
一
回
理
事
会 

 
 
 

令
和
五
年
第
一
回
評
議
員
会 

令
和
五
年
五
月
二
十
五
日
（
木
） 

 
 
 

第
二
百
三
十
二
回
理
事
会 

令
和
四
年
度
の
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
一
）
事
業
報
告 

一
．
外
国
人
介
護
技
能
実
習
生
・
特
定
技
能
者
用
宿
舎

の
建
設 

 

令
和
五
年
度
、
新
た
に
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
技
能
実
習
生

及
び
特
定
技
能
職
員
の
宿
舎
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
愛

寿
会
の
敷
地
内
に
２
棟
目
の
職
員
寮
「
絆
Ⅱ
」
を
建
設
し

ま
し
た
。 

二
．
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
こ
あ
ら
ま
」
の
改
修 

 

高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
と
し
て
利
用
し
て
き
た
「
こ

あ
ら
ま
」
を
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
こ
あ
ら
ま
」
と
し
て

全
面
改
修
し
、
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
運
営

で
き
る
施
設
に
改
修
し
ま
し
た
。 

三
．
空
気
清
浄
機
の
設
置 

高
齢
者
施
設
等
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
対
策
強
化
事
業
に
よ

り
、
特
養
を
始
め
各
事
業
所
に
空
気
清
浄
機
を
設
置
、
コ

ロ
ナ
に
よ
る
感
染
症
の
発
生
予
防
対
策
の
た
め
に
使
用
し

ま
し
た
。 

四
．
コ
ロ
ナ
関
連
か
か
り
増
し
経
費
助
成 

 

国
に
よ
る
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
か
か
り
増
し
経
費
の

助
成
金
を
申
請
し
ま
し
た
。 

五
．
コ
ロ
ナ
施
設
内
発
生 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
当
施

設
で
も
発
生
し
、
保
健
所
に
よ
り
ク
ラ
ス
タ
ー
と
認
定
さ

れ
、
保
健
所
等
の
指
導
に
基
づ
き
感
染
症
対
策
を
実
施
し

ま
し
た
。 

【 第 1回 評議員会 】 

【 第 231回 理事会 】 
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六
．
落
雷
に
よ
る
防
災
・
通
信
機
器
等
の
整
備 

七
月
二
十
八
日
に
発
生
し
た
雷
に
よ
り
、
防
災
機
器
及
び

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
が
損
傷
し
、
機
器
老
朽
化
か
ら
全
面
交
換

の
状
況
に
な
り
整
備
し
ま
し
た
。
修
繕
費
等
は
火
災
保
険
の

加
入
に
よ
り
保
険
金
で
対
応
し
ま
し
た
。 

七
．
夏
祭
り
の
開
催
に
つ
い
て 

〇
仁
生
園
夏
ま
つ
り 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
利
用
者
様
と
職
員
の
み
の
小
規
模
な

が
ら
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
を
分
散
し
、
職
員
に
よ

る
歌
や
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
屋
台
メ
ニ
ユ
ー
も
用
意

し
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

〇
第
二
仁
生
園
夏
の
イ
ベ
ン
ト 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
例
年
の
祭
り
の
替
わ
り
に
、
第
二
仁

生
園
玄
関
前
に
お
い
て
、
利
用
者
様
と
職
員
の
み
で
夕
涼
み

会
を
開
催
し
、
夕
食
と
花
火
大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

八
．
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
開
催 

愛
寿
会
が
運
営
す
る
す
べ
て
の
事
業
の
利
用
者
様
に
関
し

て
の
苦
情
に
対
し
、
適
切
な
対
応
を
図
る
た
め
の
第
三
者
委

員
か
ら
な
る
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
な
お
、
四
年
度
に

お
き
ま
し
て
も
、
苦
情
等
一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
後
も
苦
情
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
、
支
援
に
努
め
ま
す
。 

九
．
総
合
防
災
訓
練
の
実
施 

十
．
感
染
症
研
修
会
の
実
施 

十
二
月
二
日
、
当
法
人
の
嘱
託
医
で
あ
る
溝
口
先
生
に
よ

る
、
感
染
症
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

十
一
．
不
在
者
投
票
の
実
施 

令
和
五
年
一
月
十
八
日
（
水
）
山
梨
県
知
事
選
挙
の
不
在

者
投
票
を
実
施
し
ま
し
た
。 

十
二
．
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
支
援 

仁
生
園
で
一
名
が
資
格
を
取
得
で
き
ま
し
た
。 

十
三
．
研
究
集
録
の
取
り
纏
め 

仁
生
園
の
研
究
委
員
会
が
、
一
年
間
の
活
動
を
研
究
紀
要 

と
し
て
発
行
し
ま
し
た
。 

（
二
）
決
算
報
告 

 

令
和
四
年
度
の
決
算
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
利
用
率
の

低
下
、
物
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
財
政
的
に
厳
し
い
状
況

に
あ
る
事
を
説
明
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
増
収
及
び
経

費
削
減
な
ど
、
財
政
運
営
に
注
力
し
健
全
経
営
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
尚
、
法
令
等
に
基
づ
き
、
当
法
人
が
設

け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
情

報
公
開
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

（
三
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」
運
営
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て 

（
四
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」
介
護
予
防
運
営

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

（
五
）
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

運
営
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

（
六
）
第
二
仁
生
園 

園
長
選
任
に
つ
い
て 

平
井
光
園
長
が
退
任
さ
れ
、
新
園
長
に
小
林
初
男
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
令
和
五
年
六
月
十
五
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
第
二

回
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

・
第
二
回
定
時
評
議
員
会 

（
一
）
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告 

第
二
百
三
十
二
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

令
和
四
年
度
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
を
行
い
、
評
議
員
会
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 



                              

                              

                               
 

 

三
号
館 

季
節
の
手
芸
・
工
作 

  

三
号
館
で
は
、
一
年
を
通
し
て
毎
月
一
回
ほ
ど
季
節

に
合
っ
た
手
芸
や
工
作
を
利
用
者
様
と 

一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

職
員
が
事
前
に
準
備
し
て
お
き
、
夏 

の
縁
日
の
気
分
を
味
わ
っ
て
頂
く
よ
う 

水
風
船
づ
く
り
や
春
先
の
梅
の
花
の
貼 

り
絵
作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 

利
用
者
様
に
細
か
い
手
作
業
を
行 

っ
て
い
た
だ
く
事
に
よ
り
、
手
や
指 

の
運
動
も
含
め
日
々
の
生
活
の
楽
し 

み
と
な
る
よ
う
に
行
事
を
行
っ
て
い 

ま
す
。
作
っ
た
作
品
は
、
他
の
利
用 

者
様
も
見
て
楽
し
め
る
よ
う
に
壁
に 

飾
り
付
け
て
い
ま
す
。 

 

俳
句
や
短
歌
づ
く
り
の
際
に
は
、
書
道
を
さ
れ
て
い

た
利
用
者
様
や
、
と
て
も
キ
レ
イ
に
字
を
書
く
利
用
者

様
か
ら
、
職
員
が
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し

た
。 

 

桜
の
季
節
に
は
園
内
の
散
歩
を
行
う
な
ど
、
皆
様
に

四
季
の
変
化
を
肌
で
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
な
行
事
も
行

っ
て
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
外
出
や
外
泊
が
出
来
な
い

利
用
者
様
に
、
で
き
る
限
り
普
通
の
生
活
を
感
じ
て
頂

き
た
く
、
少
し
で
も
認
知
症
の
予
防 

や
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
利
用 

者
様
の
毎
日
の
生
活
に
笑
顔
が
多
く 

生
ま
れ
る
様
に
、
職
員
と
も
ど
も
努 

力
と
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。 
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

仁
生
園 

 

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
に
あ
る
「
優
和
福
祉
専
門
学

校
」
の
生
徒
が
、
施
設
見
学
に
来
園
さ
れ
ま
し
た
。 

 

利
用
者
様
の
生
活
風
景
や
、
職
員
の
仕
事
内
容
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。 

 

ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
講
話
を
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
に
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
介
護
業
界
を
担
っ
て
い
っ
て
貰
え
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

不 

在 
者 
投 

票 

 

四
月
五
日
に
、
山
梨
県
知
事
選
挙
の
不
在
者
投
票
が
会

議
室
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
、
投
票
用
紙
に
丁
寧
に
記
入
さ

れ
、
真
剣
に
清
き
一
票
を
投
票
さ 

れ
て
お
り
ま
し
た
。 

優
和
福
祉
専
門
学
校
の
生
徒
が 

 
 

 
 

施
設
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た 



                              

                              

                              

 
 

 

 

Q．日本の季節はいつが好きですか？ 

  暖かくて過ごしやすいので、春が好きです。 

 

Q．日本で行ってみたい場所はありますか？ 
  東京や京都に行きたいです。 
  富山に行ったことがあります。とても素晴ら 

しい所でした。 

 

Q．仁生園での仕事はどうですか？ 

  慣れない時は大変だったけど、今は楽しい。 

自信もつきました。 

一
号
館
三
階 

誕
生
会 

  

特
養
で
は
、
毎
月
誕
生
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
三

階
で
も
、
先
日
誕
生
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
こ
数
年
、
ご
家
族
様
を
お
呼
び
し
て
の
誕
生
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
ま
す
が
、
利
用
者
様
に

少
し
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
職
員
が
工
夫 

を
凝
ら
し
て
出
し
物
や
歌
な
ど
で
盛 

り
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

利
用
者
様
も
歌
を
歌
っ
て
く
だ
さ 

り
、
職
員
に
と
っ
て
も
楽
し
い
時
間 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

シリーズ 第 3 回  

～ 外国人技能実習生インタビュー ～ 

一
号
館
三
階 

 
 

チ
ェ
リ
ー
・
ナ
イ
ン 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

や
す
ら
ぎ 
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仁
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

～
野
菜
の
苗
植
え
～ 

 
 

六
月
六
日
に
枝
豆
の
種
ま
き
と 

ト
マ
ト
、
ナ
ス
の
苗
を
プ
ラ
ン
タ 

ー
に
植
え
ま
し
た
。 

 

苗
の
植
え
方
や
土
の
か
け
か
た 

に
は
、
利
用
者
様
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
い
て
、
皆

さ
ん
慣
れ
た
手
つ
き
で
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。 

 

少
し
ぎ
こ
ち
な
く
や
っ
て
い
る
職
員
に
は
「
こ
う
や

る
ん
だ
よ
」
「
そ
う
そ
う
!!
上
手
に
で
き
た
ね
」
と
声

を
か
け
て
教
え
て
く
だ
さ
り
、
み 

ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま 

し
た
。 

 

ま
だ
ま
だ
寒
暖
差
の
あ
る
日
が 

続
い
て
い
ま
す
が
、
根
気
よ
く
収 

穫
の
時
期
に
向
け
て
成
長
し
て
い 

く
野
菜
た
ち
を
、
利
用
者
様
と
一 

緒
に
見
守
り
な
が
ら
、
そ
の
日
が 

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

  

～
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
日
常
～ 

  

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
日
ご
ろ
様
々
な
こ
と
を
し
て

利
用
者
様
と
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 

レ
ク
で
は
風
船
バ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
、
節
分
に
は

ピ
ン
を
鬼
に
見
立
て
て
ボ
ー
リ
ン
グ
で
鬼
退
治
!! 

 

み
ん
な
「
鬼
を
倒
す
ぞ
～
」
と 

言
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
感
染
対
策
を 

し
っ
か
り
し
な
が
ら
、
利
用
者 

様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に 

様
々
な
催
し
を
考
え
て
い
き
た 

い
と
思
い
ま
す
。 
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～
「
や
す
ら
ぎ
」
マ
イ
ブ
ー
ム
～ 

  

高
齢
者
が
増
え
、
手
芸
工
作
も
で
き
る
も
の
が
限
ら

れ
て…

。
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
「
や
す
ら

ぎ
」
の
利
用
者
様
を
夢
中
に
し
て
い
る
工
作
が
あ
り
ま

す
。 そ

れ
は
、
「
チ
リ
紙
細
工
」
「
玉
作
り
」…

。
花
紙

細
工
に
使
用
す
る
チ
リ
紙
を
四
分
割
に
し
た
も
の
に
水

を
つ
け
、
団
子
状
に
し
た
も
の
を
乾
か
し
、
ち
ぎ
り
絵

の
よ
う
に
貼
り
付
け
て
作
品
に
仕
上
げ
て
い
く
作
業
で

す
。 ま

る
め
る
作
業
は
、
利
用
者
様
が
「
若
い
こ
ろ
よ
く

や
っ
た
団
子
作
り
の
技
術
が
生
か
せ
る
よ
～
」
と
言
っ

て
皆
さ
ん
と
っ
て
も
気
に
入
っ
て
下
さ
り
、
時
間
が
空

く
と
「
玉
作
る
？
」
と
聞
い
て
く
る
利
用
者
様
が
い
る

く
ら
い
。 

仁
生
園
の
職
員
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
る
、
名
画
伯
の

下
絵
を
も
と
に
、
す
で
に
何
枚
か
の
作
品
が
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。 

季
節
に
合
わ
せ
て
作
品
を
制
作
し
「
い
つ
か
地
区
の

文
化
祭
や
保
育
園
に
届
け
ら
れ
た
ら
い
い
な
」
と
話
し

合
い
な
が
ら
毎
日
作
業
し
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
是
非
「
や
す
ら
ぎ
」
を
覗
き
、
作
品
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 
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～
ご
来
園
の
皆
様
へ
の
お
願
い
～ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
へ
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
し

て
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
厳
守
し
て
い
た
だ
く
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

         
 

 
 

～
面
会
に
関
し
て
の
お
知
ら
せ
～ 

 

☆
正
面
玄
関
横
に
て
「
ガ
ラ
ス
越 

 

し
面
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

◆
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
が
必
要 

 

で
す
（
電
話
を
い
た
だ
い
た
日 

 

の
一
週
間
後
か
ら
予
約
を
承
り 

 

ま
す
）
。 

◆
来
園
前
の
二
週
間
は
、
ご
自
宅 

 

で
体
温
を
測
っ
て
下
さ
い
。 

◆
面
会
時
間
帯
は
午
前
九
時
半
～
十
一
時
の
間
で
十
五
分

間
で
す
。 

◆
少
人
数
で
の
面
会
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

◆
施
設
内
へ
の
立
入
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
（
施
設
内
の 

ト
イ
レ
等
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）
。 

☆
仁
生
園
で
は
、
ご
家
族
様
の
お
持
ち
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
、
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
利
用
し
た
「
テ
レ
ビ
電
話
形
式
」
の
面

会
が
可
能
で
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

※
感
染
症
の
状
況
に
応
じ
、
急
な
面
会
制
限
を
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
当
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

◆
正
面
玄
関
を
施
錠
し
て
お
り
ま
す
。
御
用
の
方
は
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
に
て
、
ご
用
件
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

◆
来
園
者
全
員
の
お
名
前
を
伺
い
、
検
温
を
し
ま
す
。 

◆
最
少
人
数
で
ご
来
園
く
だ
さ
い
。 

◆
体
調
に
少
し
で
も
不
安
が
あ
る
方
は
、
事
前
に
来
園

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
が 

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

 
お心遣いをいただき、 

心から感謝申し上げます 
（令和 4 年 12 月 21 日～令和 5 年 6 月 10 日） 

 

令
和
五
年
一
月
三
十
一
日
、
北
杜
市
立
甲
陵
中
学
校

様
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
石
け
ん
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し

た
。 

 

ご
寄
付
頂
い
た
品
を
大
切
に 

使
わ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

北
杜
市
立
甲
陵
中
学
校
様
か
ら 

石
け
ん
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た 

キ
レ
イ
な
花
を 

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

 

五
月
二
十
三
日
に
、
小
淵
沢
町
に
お
住

ま
い
の
「
進
藤
三
郎
様
」
よ
り
、
素
敵
な

「
サ
ル
ビ
ア
」
を
二
十
鉢
寄
贈
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

 

正
面
入
り
口
が
と
て
も
華
や
か
に
な
り

ま
し
た
。 

第
二
仁
生
園 

 

毎
年
こ
い
の
ぼ
り
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
、
長
沢
の
道
の

駅
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
し
て
い
た
数
年
間
は
、
こ
う

し
て
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
よ
う
や
く
出
か
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

利
用
者
様
も
、
久
し
ぶ
り
の
外
出
を
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
飾
ら
れ
て
い
る
こ
い
の
ぼ
り
を
見
て
「
す
ご
い
す

ご
い
!!
」
と
興
奮
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
感
染
対
策
を
十
分
に
行
っ
て
、
利
用
者
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
考
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【物品のご寄附】（順不同） 
 

・坂本 一春 様 
・坂本 一美 様 
・進藤 三郎 様 
・成澤 康  様 
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新設の認知症高齢者グループホーム（令和 5年 6月開所）  

開設にあたり社会福祉法人愛寿会の職員募集をしています 

事業所の紹介 

社会福祉法人愛寿会は、昭和４７年に設立し、

八ヶ岳南麓の景観に恵まれた、安全性を重視

した福祉総合生活支援センターです。 

働くスタッフ一人ひとりが目的意識を持ち、明

るく楽しい職場づくりに取り組み、施設側も職

場環境を整えスタッフを大切にする、やさしさ

やぬくもりを感じることができる魅力ある職

場です。 

 

⚫ 愛寿会のスタッフは、現在約１４０人 

⚫ 有資格者８０名 平均年収４５０万円 

※  勤務時間に制限のある方も歓迎 

⚫ 社会保険等の制度も充実 

⚫ 給与制度（昇給）、各種手当（処遇改善他）あり 

⚫ 各福利厚生（年休）の充実 

※  職員親睦旅行、夏祭りあり 

⚫ ｽｷﾙｱｯﾌﾟの職員研修を積極的に活用 

求める人材は 

「人が人を元気にしていく」スタッフ１

人ひとりが「利用者様を元気にしてい

く」「ご家族様を元気にしていく」「ス

タッフ自身も元気になる」そんな介護を

仲間と一緒に目指す方を求めています！ 

愛寿会の職員からひとこと 

愛寿会のモットーは  

「利用者本位のサービスの実践」「専門性の活かせる職場づくり」「地域社会との協働と貢献」 であり 

日常の心得（七つの誓いは）  

一 「はい」という素直な心を持ちましょう。 

一 「すみません」という反省の心を持ちましょう。 

一 「ありがとう」という感謝の心を持ちましょう。 

一 「おかげさま」という謙虚な心を持ちましょう。 

一 「どうしましたか」という気遣いの心を持ちましょう。 

一 「そうですね」という分かり合う心を持ちましょう。 

一 「させてください」という奉仕の心を持ちましょう。    です。 

職員同士が支え、補いながらも笑顔で、楽しく、日々の仕事に向き合い、充実した時間を過ごしていま

す。「利用者様とご家族様」に「笑顔と感動」を届けていきましょう。それが私たちのミッションです。 

～ 採用に関するお問合せ先 ～ 

法人所在地 〒408-0031 北杜市長坂町小荒間 1293 番地 

TEL  0551-32-3340（代表） 

FAX  0551-32-3546              採用担当 法人事務局長 竹中洋 

HP   http://www.aijyukai.com              

E-mail   jinseien@poem.ocn.ne.jp                   


